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実験の概要(*3)： 

 スピン・電荷・軌道の相互作用競合により特異な電荷とスピンの秩序化がおこる RFe2O4について，

電荷とスピンの基底状態解明に取り組んでいる。しかし，通常の合成法で作った試料では，TLTと呼ば

れる転移点からスピン液体のような磁性を示す。我々は通常の合成法では鉄の欠損を起こすと考え，

鉄過剰製法の YbFe2+xO4 単結晶を作製した。この結晶では TLT が存在しない低温領域でも均一な強磁

性を示す試料となり，今までになく回折信号消滅則が明瞭な単ドメインとなった。 
 前回の ANSTO における実験では鉄過剰製法で合成した YbFe2.2O4 で中性子散乱実験を行った。こ

れにより，散漫散乱の磁気散乱成分と核散乱成分の分離に成功してきた。 
 今回は希土類を Lu に変えた鉄過剰の LuFe2+xO4を作製し ORNL の WAND で実験をおこなった。

実験は，LuFe2O4と鉄過剰の LuFe2.2O4の二つの単結晶を用い，磁気転移点 TNならびに，より低温の

転移点 TLT付近，さらに電荷秩序相転移点 TCO付近を調べた。YbFe2+xO4と同様に磁気相の変化を確認

した。電荷秩序転移も今までよりも 60K 高い 390K となることを確認した。さらに常磁性相で，スピ

ン短距離秩序に相関すると考えられるインコメンシュレート変調の温度変化も捉えることができた。 
 今後データ解析を進め，従来通りの製法の RFe2O4と鉄過剰製法の RFe2+xO4では低温の磁気転移点

TLTで違いがあるかを明らかにしてゆく。またオーストラリア ANSTO で実施した YbFe2O4の結果と

比較することで磁気基底状態の解明ができると思われる。 
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２ヶ月以内に物性研 ISSP-NSL Database (http://quasi.issp.u-tokyo.ac.jp/db/index.php)から activity 
report の提出をお願い致します。 


